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地区だより

　新年あけましておめでとうございます。

　今期より編集委員（兼農業委員）として参画します木村と

申します。宜しくお願いします。

　自己紹介となりますが、近年、二刀流との言葉が世界を席

巻しておりますが、私もここ十年余り、サラリーマンと稲作

の二刀流？を実践しております。業務遂行上、厳しい局面も

多々ありますが、農繁期には職場の皆さんの協力のもと業務

調整をして頂き、稲作との両立に頑張っているところです。

　また、地区の区長としての傍ら、四倉・大野地区における

「大野第三地区ほ場整備」事業が調査・計画段階を迎え、先

日、その組合長として担務することになりました。140町歩の

広大な当該ほ場が、未来の担い手の環境整備に資するべく、

地域の先輩・後輩達と意見交換を行い、協力しながら計画を

進めています。　　　　　　　　　　　　（執筆　木村義昭）

　
い
わ
き
で
最
も
採
れ
る
果
物
と
い

え
ば
？
梨
！
で
す
よ
ね
。
市
内
の
梨

の
生
産
は
小
川
・
高
萩
・
平
窪
・
赤

井
地
区
が
メ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、

好
間
・
内
郷
地
区
に
も
10
軒
の
梨
農

家
が
お
り
、
毎
年
美
味
し
い
梨
を
消

費
者
に
届
け
る
た
め
、
年
間
を
通
し

て
作
業
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
い
わ
き
の
代
名
詞
と
も
言

え
る
農
産
物
が
、
10
年
後
に
は
生
産

量
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
話
を
聞
い
た

と
き
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
、
と
言
う

の
が
正
直
な
気
持
ち
で
し
た
。
で
す

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
2
0
0
6
年

に
は
生
産
者
数
が
1
6
2
戸
、
作
付

面
積
が

.

0
　
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
2
4
年
に
は
59
戸
・

.
8
　
へ

と
、
18
年
の
経
過
に
伴
い
い
ず
れ
も

半
数
以
下
に
減
少
し
て
い
る
と
の
こ

　
令
和
7
年
新
年
を
迎
え
縁
起

の
良
い
神
楽
舞
を
掲
載
し
ま
し

た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
平
下
平
窪
に

鎮
座
す
る
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭

に
行
わ
れ
た
お
祭
り
の
様
子
で
す
。

　
例
大
祭
は
、
地
区
の
安
全
と
発

展
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
毎
年
9

月
第
一
日
日
曜
日
に
開
催
し
、
祭

典
に
は
、
三
匹
獅
子
舞
、
神
楽
舞

を
氏
子
中
の
祭
典
保
存
会
に
よ
っ

て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
典
保
存
会
は
、
老
若
男
女
20

名
で
構
成
し
、
お
祭
り
一
週
間
前

か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
地
区
の

人
達
は
、
祭
り
の
笛
太
鼓
の
音
が

流
れ
て
く
る
と
秋
の
気
配
を
感
じ

ま
す
。

　
下
平
窪
諏
訪
神
社
は
、
今
よ
り

約
7
5
0
年
前
の
文
永
年
間
、
領

主
岩
城
氏
の
分
家
、
白
土
玄
蕃
重

寛
が
信
州
諏
訪
の
本
社
か
ら
勧
請

し
、
其
の
後
、
康
安
元
年
に
再
び

岩
城
氏
の
一
族
で
あ
る
岩
城
義
衛

の
子
塩
野
五
郎
資
綱
が
、
諏
訪
大

社
よ
り
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

歴
史
あ
る
神
社
で
す
。

　
　
　

と
。
生
産
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
現

状
を
考
え
る
と
、
あ
な
が
ち
冗
談
と

は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
べ
く
、

い
わ
き
地
区
で
は
、
福
島
県
い
わ
き

農
林
事
務
所
、
い
わ
き
市
、
Ｊ
Ａ
福

島
さ
く
ら
、
農
業
振
興
公
社
等
の
各

関
係
機
関
が
協
力
し
、
「
第
三
者
継

承
」
と
言
う
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
族
以
外
の
方

に
農
地
・
機
械
等
の
資
産
や
栽
培
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
め
て
受
け
渡
す

こ
と
を
通
し
て
、
経
営
を
継
承
す
る

手
法
で
す
。
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
「
数
年
後
に
は
農
地

や
農
機
具
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て
も

良
い
」
と
考
え
て
い
る
方
が
全
体
の

２
割
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
梨
は
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
最
低
５
年
は
か
か
り
ま
す
。
後
継

者
が
い
な
い
と
い
う
理
由
で
樹
を

切
っ
て
し
ま
う
前
に
、
「
第
三
者
継

承
」
を
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
地
域
で
採
れ
た
、
み
ず

み
ず
し
さ
と
甘
さ
が
格
別
の
梨
を
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
味
わ
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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木 村 義 昭 ・ 新 妻 吉 人 ・ 油 座 盛 明

編集委員

好間・内郷地区
いわき梨の第三者継承
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ha

ha

（
撮
影
・
執
筆
　
菅
野
綾
）

▲冬の誘引作業

▲夏、たわわに実る梨

（
執
筆
　
鈴
木
義
直
）
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農地流動化情報農地流動化情報
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の収集・提供を
行っています。売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

売りたい売りたい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

貸したい貸したい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

◎ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方は、農業委員会事務局までお問い合わせください。
　１月６日（月）8時30分から受付開始します。

農業者年金農業者年金
農業者年金基金
ホームページ

https://www.nounen.go.jp/

加入しているかどうか問わず、制度や手続きについて、
専門相談員に質問や相談ができます。

専門相談員 ０３-３５０２-３１９９  
※平日午前９時～午後５時まで

詳しくは・・・

農政振興係　☎0246-22-7534お問い合わせ先

農地調査係　☎0246-22-7574お問い合わせ先

【農業者年金の特徴】
①農業だけが加入できる国民年金の上乗せの公的年金です。
②少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型です。
③保険料は自分で決められ、いつでも見直しできます。
（2万円～6万７千円の範囲内から千円単位）

④終身年金です。80歳前にお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。
⑤任意脱退が可能です。脱退一時金はありません。
⑥保険料は全額社会保険料控除の対象、年金資産の運用益の非課税です。
⑦支払った保険料は、加入期間に応じ、任意脱退しても将来支給できる年金 
　額に反映されます。
⑧加入後は、国民年金の付加年金（月額400円）に加入していただく必要が
　あります。

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」
に加入して安心で豊かな老後を！

農業者年金基金のシミュレーターで受け取り年金額を試算ができます！

農業者年金基金 検索

ご存じですか？
メリットが多い制度です

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

いわき市農業委員会

会長 蛭田元起

　２
０
２
５
年
、
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　皆
様
に
は
、
心
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　本
市
農
業
委
員
会
も
、
昨
年
７
月
よ
り
、
第

18
期
農
業
委
員
会
と
し
て
、
新
た
な
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
迎
え
、
56

名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　私
と
し
て
は
、
昨
年
７
月
に
農
業
委
員
会
会

長
の
拝
命
を
頂
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
、
農
業
委
員
７
期
23
年
の
知
見
を
活
か
し
、

農
地
行
政
に
全
力
で
精
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
本
市
農
業
委
員
会
が
昨
年
行
わ
れ
た
県

下
農
業
委
員
会
大
会
に
お
い
て
、
優
良
農
業
委

員
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
市

農
業
委
員
会
に
お
い
て
初
め
て
の
栄
誉
で
あ
り
、

ひ
と
え
に
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
そ
し
て
事
務
局
の
不
断
の
活
動
の
賜
物

で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
市
で
は
、
地
域
農
業
の
将
来
像
を
明

確
化
す
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　本
市
農
業
委
員
会
は
、
「
地
域
計
画
」
に
備

え
付
け
る
目
標
地
図
の
素
案
作
成
を
担
っ
て
お

り
、
農
業
経
営
に
関
す
る
調
査
を
行
う
ほ
か
、

地
域
の
皆
様
と
の
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
、
市
、
福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所
、

農
地
中
間
管
理
機
構
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

各
地
域
で
「
協
議
の
場
」
を
開
い
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
る
と
、
市
内
で
は
、
平
神
谷

地
区
や
山
田
町
に
お
い
て
基
盤
整
備
が
進
ん
で

い
る
ほ
か
、
「
協
議
の
場
」
に
お
い
て
、
地
域

農
業
を
守
ろ
う
と
す
る
農
業
者
の
声
を
拝
聴
し
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
厳
し
さ
を
増

す
内
容
で
し
た
が
、
頼
も
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
極
地
的
な
豪

雨
で
、
農
作
物
の
作
付
け
や
収
穫
に
影
響
が
み

え
、
農
作
業
に
は
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
情
勢

の
不
安
定
さ
に
起
因
す
る
燃
料
価
格
や
飼
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
、
農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　食
料
の
安
定
供
給
に
お
け
る
農
業
生
産
の
基

盤
と
し
て
、
生
産
者
で
あ
る
農
業
者
と
、
生
産

基
盤
で
あ
る
農
地
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　本
市
農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
者

の
代
表
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
農
地
利
用
の

最
適
化
を
推
し
進
め
、
ま
た
、
農
業
者
の
意
見

を
諸
施
策
に
反
映
さ
せ
、
農
業
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
「
農
地
を
活

か
し
て
守
る
」
を
念
頭
に
地
域
の
皆
様
と
共
に

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　新
年
が
安
心
・
安
全
な
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　農業者の皆様のために汗を流す、足を運ぶという私達編集委
員の思いを込めて、いわき市農業委員会だよりに”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”
の愛称を付けました。
　”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”とは“耕す”のローマ字表示です。
　これまで以上に農業委員会の活動状況や地域農業をわかり
やすく“耕し”てまいります。

　リニューアルしたいわき市農業委員会だより
　”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”をどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－編集委員一同－
－

いわき市農業委員会だよりに愛称
”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”が加わりました。

1

2

3

4

5

6

7

8

勿来町酒井関表

常磐藤原町鶴巻

平中平窪字金光寺

好間町小谷作字広畑

渡辺町田部字堂ノ前

渡辺町田部字仲ノ町

渡辺町田部字柳田

渡辺町田部字壱町田

4筆

5筆

4筆

2筆

8筆

3筆

3筆

1筆

田

田

田及び畑

畑

田

田

田

田

34.03

30.48

23.67

3.51

69.39

21.91

35.21

13.75

1

2

3

勿来町酒井関表

好間町川中子字愛宕東

平字権現塚

4筆

4筆

4筆

田

畑

田及び畑

34.03

67.46

8.43

9

10

11

渡辺町田部字天神前

渡辺町田部字沖

渡辺町田部字川原

3筆

3筆

5筆

田及び畑

畑

畑

39.78

13.62

11.87
※No.5～11　渡辺町田部の田畑は、一括での売買を希望
　しています。

　本市農業委員会は、これまでの活動が認められ、

昨年11月に行われた県下農業委員会大会におい

て優良農業委員会に表彰されました。本市農業委

員会としては初めての表彰です。

　改めて関係者の皆様に感謝申し上げます。

　詳細は次号（204号）で掲載します。

速報

いわき市農業委員会が
“優良農業委員会”表彰

Vol.62
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　今
回
は
、
平
下
山
口
の
志

賀
敬
さ
ん
（
52
歳
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　志
賀
さ
ん
は
、
い
わ
き
市

の
認
定
農
業
者
で
、
水
稲
を

中
心
に
営
ん
で
お
り
、
自
作

40

　、
受
託
10

　の
外
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
10
a
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
　

　ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
市
内
の

直
販
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
露

地
栽
培
だ
が
、
病
気
に
な
る

と
薬
剤
散
布
が
大
変
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
よ
う

に
も
資
材
が
高
騰
し
て
な
か

な
か
手
が
出
せ
な
い
」
と
の

こ
と
で
す
。

　畑
も
ま
だ
不
利
用
の
所
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
が

楽
し
み
で
す
。

　又
こ
の
地
域
で
は
、
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
が
多
い
た
め
、

自
ら
罠
猟
の
免
許
を
所
有
し
、

作
物
へ
の
被
害
軽
減
に
連
日

奮
闘
努
力
し
て
い
る
と
の
こ

と
。　志

賀
さ
ん
は
地
域
の
担
い

手
と
な
り
活
躍
し
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
耕
作
さ
れ
て
い

る
方
が
高
齢
化
し
、
耕
作
を

や
め
た
い
と
い
う
方
も
多
く
、

志
賀
さ
ん
に
耕
作
を
お
願
い

す
る
方
が
今
後
益
々
多
く
な

り
そ
う
で
す
。

　農
繁
期
に
志
賀
さ
ん
を
支

え
る
の
は
、
妻
の
寿
美
江
さ

ん
・
長
男
の
洸
斗
さ
ん
・
お

父
さ
ん
の
安
治
さ
ん
・
時
々

手
伝
い
に
来
る
長
女
の
未
来

さ
ん
等
で
、
家
族
が
助
け

合
っ
て
し
っ
か
り
と
い
わ
き

の
農
業
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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）
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タ
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イ
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シ
と
奮
闘
し
つ
つ

水
稲
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
営
農

志
賀
敬
さ
ん
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　昨
年
8
月
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
棚
か
ら
お
米
が
消

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　原
因
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
か

ら
で
、
要
因
に
は
、
国
が
行
っ
て
き
た
減
反
政
策
や

飼
料
米
へ
の
補
助
金
依
存
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
終
息
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
お
に
ぎ
り
ブ
ー
ム
、
猛
暑

に
よ
る
不
作
や
カ
メ
ム
シ
被
害
で
の
等
級
ダ
ウ
ン
な

ど
様
々
な
事
象
が
重
な
り
、
結
果
、
お
米
が
商
品
棚

か
ら
消
え
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　こ
の
こ
と
を
受
け
令
和
６
年
産
の
コ
メ
価
格
は
大

幅
に
上
昇
。
こ
れ
ま
で
、
耐
え
て
き
た
米
農
家
に

と
っ
て
は
待
望
の
価
格
上
昇
で
す
。

　し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
価
格
上
昇

は
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
反
面
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
更
な
る
消
費
の
減
少
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
価
格
上
昇
で
利
益
が
出
る
と
な

れ
ば
、
大
企
業
が
農
業
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
今
後
、
効
率
化
を
図
る
動
き
も
加
速
し
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　大
企
業
の
参
入
に
よ
り
、
農
業
界
は
技
術
革
新
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
強
化
さ
れ
る
一
方
、
個
人
経
営

な
ど
の
小
規
模
農
家
は
、
さ
ら

な
る
差
別
化
や
品
質
向
上
が
不

可
欠
に
な
り
ま
す
。

　個
人
経
営
の
コ
メ
農
家
に

と
っ
て
価
格
面
で
は
大
企
業
に

太
刀
打
ち
で
き
な
い
た
め
、
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
地
産
地

消
や
S
N
S
を
活
用
し
た
フ
ァ

ン
作
り
に
な
り
ま
す
。
何
れ
に

せ
よ
今
、
農
業
界
は
、
ブ
ル
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
で
す
。
チ
ャ
ン
ス

は
無
限
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
の
米
騒
動
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
？

　農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
き

農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　日
々
行
っ
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
地
域
農
業
の
現
状
を
つ
ぶ
さ

に
調
査
し
、
調
査
の
結
果
と
し
て
、
優

良
農
地
の
確
保
、
遊
休
農
地
の
把
握
や

発
生
防
止
・
解
消
、
不
法
投
棄
や
違
反

転
用
の
未
然
防
止
を
行
う
な
ど
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
８
月
か
ら
11
月
を
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
月
間
」
と
し
、
市
内
を
８

つ
の
地
区
に
分
け
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
合
同
で
次
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
新
規
就
農
者
の
耕
作
状
況
確
認

②
転
用
行
為
の
進
捗
状
況

③
違
反
転
用
の
状
況
調
査

④
営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
下
部
の

　営
農
状
況
調
査

⑤
非
農
地
判
断
に
係
る
状
況
調
査

⑥
農
地
改
良
工
事
届
の
履
行
状
況
調
査

　調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
今
後
農
業

者
や
地
権
者
へ
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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農
業
委
員
・
推
進
委
員
合
同

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　昨
年
10
月
３
日
（
木
）
、
福
島
市
に
お
い
て
福
島
県
女
性
農

業
委
員
会
協
議
会
第
28
回
総
会
が
行
わ
れ
、
本
市
農
業
委
員
会

か
ら
、
中
根
ま
り
こ
委
員
、
志
賀
幸
委
員
、
菅
野
綾
委
員
の
３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
前
年
度
事
業
報
告
及
び
当
年
度
事
業
案
等
が
提

案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
研
修
会
が
行
わ
れ
、
「
農
業
者
年
金
の
加
入

促
進
（
山
村
勝
廣
氏
）
」
及
び
「
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
（
中
野
富
全
氏
）
」
の
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

　喜
多
方
市
で
は
、
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
て
の

小
学
校
で
農
業
科
の
授
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体
験
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
「
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
。
体
験
を
重
視
し
た
教
育
に
共
感
し
た
研

修
会
で
し
た
。

県
女
性
農
業
委
員
会
協
議
会
第
28
回
総
会
・

研
修
会
に
出
席

　昨
年
10
月
８
日
（
火
）
、
福
島

県
農
業
会
議
の
第
41
回
農
業
委
員

会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
福
島
市
の
自
治
会
館
で
開
か
れ
、

県
農
業
会
議
会
長
賞
最
優
秀
賞
と

知
事
賞
に
、
本
市
農
業
委
員
会
の

「
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
1
9
8
号
」
選
ば
れ
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
は
令
和
６
年
10
月
９
日

付
福
島
民
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
1
9
8
号
」が

農
業
委
員
会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

  

最
優
秀
賞
・
知
事
賞
受
賞

▲今回受賞の農業委員会だより第198号

3 203  　　 4203   　　



　今
回
は
、
平
下
山
口
の
志

賀
敬
さ
ん
（
52
歳
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　志
賀
さ
ん
は
、
い
わ
き
市

の
認
定
農
業
者
で
、
水
稲
を

中
心
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営
ん
で
お
り
、
自
作

40

　、
受
託
10

　の
外
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
10
a
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
　

　ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
市
内
の

直
販
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
露

地
栽
培
だ
が
、
病
気
に
な
る

と
薬
剤
散
布
が
大
変
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
よ
う

に
も
資
材
が
高
騰
し
て
な
か

な
か
手
が
出
せ
な
い
」
と
の

こ
と
で
す
。

　畑
も
ま
だ
不
利
用
の
所
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
が

楽
し
み
で
す
。

　又
こ
の
地
域
で
は
、
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
が
多
い
た
め
、

自
ら
罠
猟
の
免
許
を
所
有
し
、

作
物
へ
の
被
害
軽
減
に
連
日

奮
闘
努
力
し
て
い
る
と
の
こ

と
。　志

賀
さ
ん
は
地
域
の
担
い

手
と
な
り
活
躍
し
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
耕
作
さ
れ
て
い

る
方
が
高
齢
化
し
、
耕
作
を

や
め
た
い
と
い
う
方
も
多
く
、

志
賀
さ
ん
に
耕
作
を
お
願
い

す
る
方
が
今
後
益
々
多
く
な

り
そ
う
で
す
。

　農
繁
期
に
志
賀
さ
ん
を
支

え
る
の
は
、
妻
の
寿
美
江
さ

ん
・
長
男
の
洸
斗
さ
ん
・
お

父
さ
ん
の
安
治
さ
ん
・
時
々

手
伝
い
に
来
る
長
女
の
未
来

さ
ん
等
で
、
家
族
が
助
け

合
っ
て
し
っ
か
り
と
い
わ
き

の
農
業
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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　昨
年
8
月
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
棚
か
ら
お
米
が
消

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　原
因
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
か

ら
で
、
要
因
に
は
、
国
が
行
っ
て
き
た
減
反
政
策
や

飼
料
米
へ
の
補
助
金
依
存
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
終
息
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
お
に
ぎ
り
ブ
ー
ム
、
猛
暑

に
よ
る
不
作
や
カ
メ
ム
シ
被
害
で
の
等
級
ダ
ウ
ン
な

ど
様
々
な
事
象
が
重
な
り
、
結
果
、
お
米
が
商
品
棚

か
ら
消
え
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
陥
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　こ
の
こ
と
を
受
け
令
和
６
年
産
の
コ
メ
価
格
は
大

幅
に
上
昇
。
こ
れ
ま
で
、
耐
え
て
き
た
米
農
家
に

と
っ
て
は
待
望
の
価
格
上
昇
で
す
。

　し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
価
格
上
昇

は
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
反
面
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
更
な
る
消
費
の
減
少
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
価
格
上
昇
で
利
益
が
出
る
と
な

れ
ば
、
大
企
業
が
農
業
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
今
後
、
効
率
化
を
図
る
動
き
も
加
速
し
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　大
企
業
の
参
入
に
よ
り
、
農
業
界
は
技
術
革
新
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
強
化
さ
れ
る
一
方
、
個
人
経
営

な
ど
の
小
規
模
農
家
は
、
さ
ら

な
る
差
別
化
や
品
質
向
上
が
不

可
欠
に
な
り
ま
す
。

　個
人
経
営
の
コ
メ
農
家
に

と
っ
て
価
格
面
で
は
大
企
業
に

太
刀
打
ち
で
き
な
い
た
め
、
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
地
産
地

消
や
S
N
S
を
活
用
し
た
フ
ァ

ン
作
り
に
な
り
ま
す
。
何
れ
に

せ
よ
今
、
農
業
界
は
、
ブ
ル
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
で
す
。
チ
ャ
ン
ス

は
無
限
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
の
米
騒
動
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
？

　農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
き

農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　日
々
行
っ
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
地
域
農
業
の
現
状
を
つ
ぶ
さ

に
調
査
し
、
調
査
の
結
果
と
し
て
、
優

良
農
地
の
確
保
、
遊
休
農
地
の
把
握
や

発
生
防
止
・
解
消
、
不
法
投
棄
や
違
反

転
用
の
未
然
防
止
を
行
う
な
ど
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
８
月
か
ら
11
月
を
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
月
間
」
と
し
、
市
内
を
８

つ
の
地
区
に
分
け
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
合
同
で
次
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
新
規
就
農
者
の
耕
作
状
況
確
認

②
転
用
行
為
の
進
捗
状
況

③
違
反
転
用
の
状
況
調
査

④
営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
下
部
の

　営
農
状
況
調
査

⑤
非
農
地
判
断
に
係
る
状
況
調
査

⑥
農
地
改
良
工
事
届
の
履
行
状
況
調
査

　調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
今
後
農
業

者
や
地
権
者
へ
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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農
地
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ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　昨
年
10
月
３
日
（
木
）
、
福
島
市
に
お
い
て
福
島
県
女
性
農

業
委
員
会
協
議
会
第
28
回
総
会
が
行
わ
れ
、
本
市
農
業
委
員
会

か
ら
、
中
根
ま
り
こ
委
員
、
志
賀
幸
委
員
、
菅
野
綾
委
員
の
３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
前
年
度
事
業
報
告
及
び
当
年
度
事
業
案
等
が
提

案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
研
修
会
が
行
わ
れ
、
「
農
業
者
年
金
の
加
入

促
進
（
山
村
勝
廣
氏
）
」
及
び
「
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
（
中
野
富
全
氏
）
」
の
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

　喜
多
方
市
で
は
、
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
て
の

小
学
校
で
農
業
科
の
授
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体
験
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
「
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
。
体
験
を
重
視
し
た
教
育
に
共
感
し
た
研

修
会
で
し
た
。

県
女
性
農
業
委
員
会
協
議
会
第
28
回
総
会
・

研
修
会
に
出
席

　昨
年
10
月
８
日
（
火
）
、
福
島

県
農
業
会
議
の
第
41
回
農
業
委
員

会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
福
島
市
の
自
治
会
館
で
開
か
れ
、

県
農
業
会
議
会
長
賞
最
優
秀
賞
と

知
事
賞
に
、
本
市
農
業
委
員
会
の

「
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
1
9
8
号
」
選
ば
れ
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
は
令
和
６
年
10
月
９
日

付
福
島
民
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
1
9
8
号
」が

農
業
委
員
会
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

  

最
優
秀
賞
・
知
事
賞
受
賞

▲今回受賞の農業委員会だより第198号
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農地流動化情報農地流動化情報
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の収集・提供を
行っています。売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

売りたい売りたい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

貸したい貸したい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

◎ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方は、農業委員会事務局までお問い合わせください。
　１月６日（月）8時30分から受付開始します。

農業者年金農業者年金
農業者年金基金
ホームページ

https://www.nounen.go.jp/

加入しているかどうか問わず、制度や手続きについて、
専門相談員に質問や相談ができます。

専門相談員 ０３-３５０２-３１９９  
※平日午前９時～午後５時まで

詳しくは・・・

農政振興係　☎0246-22-7534お問い合わせ先

農地調査係　☎0246-22-7574お問い合わせ先

【農業者年金の特徴】
①農業だけが加入できる国民年金の上乗せの公的年金です。
②少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型です。
③保険料は自分で決められ、いつでも見直しできます。
（2万円～6万７千円の範囲内から千円単位）

④終身年金です。80歳前にお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。
⑤任意脱退が可能です。脱退一時金はありません。
⑥保険料は全額社会保険料控除の対象、年金資産の運用益の非課税です。
⑦支払った保険料は、加入期間に応じ、任意脱退しても将来支給できる年金 
　額に反映されます。
⑧加入後は、国民年金の付加年金（月額400円）に加入していただく必要が
　あります。

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」
に加入して安心で豊かな老後を！

農業者年金基金のシミュレーターで受け取り年金額を試算ができます！

農業者年金基金 検索

ご存じですか？
メリットが多い制度です

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

いわき市農業委員会

会長 蛭田元起

　２
０
２
５
年
、
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　皆
様
に
は
、
心
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　本
市
農
業
委
員
会
も
、
昨
年
７
月
よ
り
、
第

18
期
農
業
委
員
会
と
し
て
、
新
た
な
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
迎
え
、
56

名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　私
と
し
て
は
、
昨
年
７
月
に
農
業
委
員
会
会

長
の
拝
命
を
頂
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
、
農
業
委
員
７
期
23
年
の
知
見
を
活
か
し
、

農
地
行
政
に
全
力
で
精
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
本
市
農
業
委
員
会
が
昨
年
行
わ
れ
た
県

下
農
業
委
員
会
大
会
に
お
い
て
、
優
良
農
業
委

員
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
市

農
業
委
員
会
に
お
い
て
初
め
て
の
栄
誉
で
あ
り
、

ひ
と
え
に
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
そ
し
て
事
務
局
の
不
断
の
活
動
の
賜
物

で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
市
で
は
、
地
域
農
業
の
将
来
像
を
明

確
化
す
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　本
市
農
業
委
員
会
は
、
「
地
域
計
画
」
に
備

え
付
け
る
目
標
地
図
の
素
案
作
成
を
担
っ
て
お

り
、
農
業
経
営
に
関
す
る
調
査
を
行
う
ほ
か
、

地
域
の
皆
様
と
の
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
、
市
、
福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所
、

農
地
中
間
管
理
機
構
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

各
地
域
で
「
協
議
の
場
」
を
開
い
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
る
と
、
市
内
で
は
、
平
神
谷

地
区
や
山
田
町
に
お
い
て
基
盤
整
備
が
進
ん
で

い
る
ほ
か
、
「
協
議
の
場
」
に
お
い
て
、
地
域

農
業
を
守
ろ
う
と
す
る
農
業
者
の
声
を
拝
聴
し
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
厳
し
さ
を
増

す
内
容
で
し
た
が
、
頼
も
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
極
地
的
な
豪

雨
で
、
農
作
物
の
作
付
け
や
収
穫
に
影
響
が
み

え
、
農
作
業
に
は
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
情
勢

の
不
安
定
さ
に
起
因
す
る
燃
料
価
格
や
飼
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
、
農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　食
料
の
安
定
供
給
に
お
け
る
農
業
生
産
の
基

盤
と
し
て
、
生
産
者
で
あ
る
農
業
者
と
、
生
産

基
盤
で
あ
る
農
地
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　本
市
農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
者

の
代
表
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
農
地
利
用
の

最
適
化
を
推
し
進
め
、
ま
た
、
農
業
者
の
意
見

を
諸
施
策
に
反
映
さ
せ
、
農
業
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
「
農
地
を
活

か
し
て
守
る
」
を
念
頭
に
地
域
の
皆
様
と
共
に

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　新
年
が
安
心
・
安
全
な
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　農業者の皆様のために汗を流す、足を運ぶという私達編集委
員の思いを込めて、いわき市農業委員会だよりに”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”
の愛称を付けました。
　”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”とは“耕す”のローマ字表示です。
　これまで以上に農業委員会の活動状況や地域農業をわかり
やすく“耕し”てまいります。

　リニューアルしたいわき市農業委員会だより
　”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”をどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－編集委員一同－
－

いわき市農業委員会だよりに愛称
”ＴＡＧＡＹＡＳＵ”が加わりました。

1

2

3

4

5

6

7

8

勿来町酒井関表

常磐藤原町鶴巻

平中平窪字金光寺

好間町小谷作字広畑

渡辺町田部字堂ノ前

渡辺町田部字仲ノ町

渡辺町田部字柳田

渡辺町田部字壱町田

4筆

5筆

4筆

2筆

8筆

3筆

3筆

1筆

田

田

田及び畑

畑

田

田

田

田

34.03

30.48

23.67

3.51

69.39

21.91

35.21

13.75

1

2

3

勿来町酒井関表

好間町川中子字愛宕東

平字権現塚

4筆

4筆

4筆

田

畑

田及び畑

34.03

67.46

8.43

9

10

11

渡辺町田部字天神前

渡辺町田部字沖

渡辺町田部字川原

3筆

3筆

5筆

田及び畑

畑

畑

39.78

13.62

11.87
※No.5～11　渡辺町田部の田畑は、一括での売買を希望
　しています。

　本市農業委員会は、これまでの活動が認められ、

昨年11月に行われた県下農業委員会大会におい

て優良農業委員会に表彰されました。本市農業委

員会としては初めての表彰です。

　改めて関係者の皆様に感謝申し上げます。

　詳細は次号（204号）で掲載します。

速報

いわき市農業委員会が
“優良農業委員会”表彰
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いわき市農業委員会だより

編集後記編集後記

No.203

ら
か
紙
表
の
号
今

ら
か
紙
表
の
号
今

地区だより

　新年あけましておめでとうございます。

　今期より編集委員（兼農業委員）として参画します木村と

申します。宜しくお願いします。

　自己紹介となりますが、近年、二刀流との言葉が世界を席

巻しておりますが、私もここ十年余り、サラリーマンと稲作

の二刀流？を実践しております。業務遂行上、厳しい局面も

多々ありますが、農繁期には職場の皆さんの協力のもと業務

調整をして頂き、稲作との両立に頑張っているところです。

　また、地区の区長としての傍ら、四倉・大野地区における

「大野第三地区ほ場整備」事業が調査・計画段階を迎え、先

日、その組合長として担務することになりました。140町歩の

広大な当該ほ場が、未来の担い手の環境整備に資するべく、

地域の先輩・後輩達と意見交換を行い、協力しながら計画を

進めています。　　　　　　　　　　　　（執筆　木村義昭）

　
い
わ
き
で
最
も
採
れ
る
果
物
と
い

え
ば
？
梨
！
で
す
よ
ね
。
市
内
の
梨

の
生
産
は
小
川
・
高
萩
・
平
窪
・
赤

井
地
区
が
メ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、

好
間
・
内
郷
地
区
に
も
10
軒
の
梨
農

家
が
お
り
、
毎
年
美
味
し
い
梨
を
消

費
者
に
届
け
る
た
め
、
年
間
を
通
し

て
作
業
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
い
わ
き
の
代
名
詞
と
も
言

え
る
農
産
物
が
、
10
年
後
に
は
生
産

量
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
話
を
聞
い
た

と
き
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
、
と
言
う

の
が
正
直
な
気
持
ち
で
し
た
。
で
す

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
2
0
0
6
年

に
は
生
産
者
数
が
1
6
2
戸
、
作
付

面
積
が

.

0
　
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
2
4
年
に
は
59
戸
・

.
8
　
へ

と
、
18
年
の
経
過
に
伴
い
い
ず
れ
も

半
数
以
下
に
減
少
し
て
い
る
と
の
こ

　
令
和
7
年
新
年
を
迎
え
縁
起

の
良
い
神
楽
舞
を
掲
載
し
ま
し

た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
平
下
平
窪
に

鎮
座
す
る
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭

に
行
わ
れ
た
お
祭
り
の
様
子
で
す
。

　
例
大
祭
は
、
地
区
の
安
全
と
発

展
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
毎
年
9

月
第
一
日
日
曜
日
に
開
催
し
、
祭

典
に
は
、
三
匹
獅
子
舞
、
神
楽
舞

を
氏
子
中
の
祭
典
保
存
会
に
よ
っ

て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
典
保
存
会
は
、
老
若
男
女
20

名
で
構
成
し
、
お
祭
り
一
週
間
前

か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
地
区
の

人
達
は
、
祭
り
の
笛
太
鼓
の
音
が

流
れ
て
く
る
と
秋
の
気
配
を
感
じ

ま
す
。

　
下
平
窪
諏
訪
神
社
は
、
今
よ
り

約
7
5
0
年
前
の
文
永
年
間
、
領

主
岩
城
氏
の
分
家
、
白
土
玄
蕃
重

寛
が
信
州
諏
訪
の
本
社
か
ら
勧
請

し
、
其
の
後
、
康
安
元
年
に
再
び

岩
城
氏
の
一
族
で
あ
る
岩
城
義
衛

の
子
塩
野
五
郎
資
綱
が
、
諏
訪
大

社
よ
り
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

歴
史
あ
る
神
社
で
す
。

　
　
　

と
。
生
産
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
現

状
を
考
え
る
と
、
あ
な
が
ち
冗
談
と

は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
べ
く
、

い
わ
き
地
区
で
は
、
福
島
県
い
わ
き

農
林
事
務
所
、
い
わ
き
市
、
Ｊ
Ａ
福

島
さ
く
ら
、
農
業
振
興
公
社
等
の
各

関
係
機
関
が
協
力
し
、
「
第
三
者
継

承
」
と
言
う
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
族
以
外
の
方

に
農
地
・
機
械
等
の
資
産
や
栽
培
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
め
て
受
け
渡
す

こ
と
を
通
し
て
、
経
営
を
継
承
す
る

手
法
で
す
。
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
「
数
年
後
に
は
農
地

や
農
機
具
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て
も

良
い
」
と
考
え
て
い
る
方
が
全
体
の

２
割
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
梨
は
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
最
低
５
年
は
か
か
り
ま
す
。
後
継

者
が
い
な
い
と
い
う
理
由
で
樹
を

切
っ
て
し
ま
う
前
に
、
「
第
三
者
継

承
」
を
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
地
域
で
採
れ
た
、
み
ず

み
ず
し
さ
と
甘
さ
が
格
別
の
梨
を
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
味
わ
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

鈴 木 義 直 委 員 長 ・ 菅 野 綾 副 委 員 長
蛭 田 元 起 ・ 四 家 　 誠 ・ 鈴 木 忠 光
木 村 義 昭 ・ 新 妻 吉 人 ・ 油 座 盛 明

編集委員

好間・内郷地区
いわき梨の第三者継承
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（
撮
影
・
執
筆
　
菅
野
綾
）

▲冬の誘引作業

▲夏、たわわに実る梨

（
執
筆
　
鈴
木
義
直
）
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